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広報はしかみ　２010・４ ❷

平成 22 年度

一般会計
当初予算

　

国
、
地
方
を
通
じ
た
厳
し
い
財

政
状
況
下
に
お
い
て
、
昨
年
は
政

権
交
代
が
あ
り
、
国
で
は
既
存
予

算
に
つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
厳
し

く
優
先
順
位
を
見
直
し
て
、
予
算

編
成
に
臨
み
、
子
ど
も
手
当
に
代

表
さ
れ
る
新
制
度
の
導
入
な
ど
も

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
、
二
十
二
年
度
か
ら

の
第
四
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
歳
出
削
減
や
歳
入
確
保
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
社
会
保
障
関
係
経
費
・
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
な
ど
は
増
え
続
け

る
見
込
み
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政

環
境
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
と
な
ら
な
い
よ
う
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
率
的
に
活
用
し
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
柱
に
、
よ

り
優
し
く
、
よ
り
温
か
い
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
た

め
、
施
策
に
重
点
を
置
き
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
総
額
で
は
、
昨
年
度
よ
り

三
億
三
千
万
円
（
四
・
一
％
減
）

の
減
と
し
、
継
続
し
て
行
う
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
子
ど
も
手

当
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
増
額
も
基
金
取
崩

で
財
源
不
足
を
補
う

　

歳
入
に
は
、
町
が
町
税
な
ど
の

よ
う
に
自
主
的
に
収
入
で
き
る
自

主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
の
よ
う

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
法
令

に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
る
依
存

財
源
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
場
合
、
自
主
財
源
が
二

十
七
・
四
％
、
依
存
財
源
が
七
十

二
・
六
％
の
割
合
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
自
主
財
源
に
乏
し
い
財
政

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

歳
　
入

五
十
二
億
二
千
万
円

町税内訳 その他①内訳 その他②内訳
町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
鉱産税

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

4億 1,288 万 9千円
4億 3,168 万 6千円

2,705 万 6千円
	 7,871万　　円

355万 4千円

8,900 万 1千円
270万　　円
60万　　円
8万　　円

8,600万　　円
1,078万　　円
1,600万　　円
1,490万　　円
199万　　円

9,322万 3千円
2,538 万 3千円
330万　　円

1千円
1,000万　　円

歳入（収入）内訳

衛生費
3億4,084万5千円

(6.5%)

その他
1億4,566万7千円

(2.8%)

議会費　　 8,089万6千円
労働費　　　　　 7千円
商工費　　　 548万8千円
消防費　　 3,509万4千円
災害復旧費　 12万4千円
諸支出金　 79万5千円
予備費　　 2,326万3千円

　

民生費
13億8,941万4千円

(26.6%)

総務費
9億8,497万6千円

(18.9%)
公債費

9億6,040万1千円
(18.4%）

教育費
6億3,852万6千円

(12.2%)

土木費
4億1,805万3千円
　　(8.0%）

農林水産業費
3億4,211万8千円

(6.6%)

その他①
1億3,190万7千円

(2.5%)

諸収入
1億6,548万5千円

(3.2%）

繰入金
1億7,773万円
(3.4%）

依存財源
72.6%

町税
9億5,389万5千円
(18.3%）

その他②
2億2,205万1千円

(4.2%)県支出金
4億791万6千円

(7.8%)

自主財源
27.4%

地方交付税
21億6,000万円
(41.4%)

町債
4億5,500万円
(8.7%)

国庫支出金
5億4,601万6千円

(10.5%)
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❸ 広報はしかみ　２010・4

　

自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、
景

気
低
迷
の
影
響
を
考
慮
し
、
昨
年

度
よ
り
二
千
八
百
十
八
万
一
千
円

減
の
九
億
五
千
三
百
八
十
九
万
五

千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
等
か
ら
の

繰
入
金
は
昨
年
度
よ
り
少
な
い
も

の
の
、
一
億
七
千
七
百
七
十
三
万

円
で
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に

貯
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
、
歳
入
全
体

の
四
十
一
・
四
％
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、
国
の
予
算
の
状
況
を

勘
案
し
て
昨
年
度
よ
り
一
億
二
千

万
円
増
の
二
十
一
億
六
千
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
債
は

昨
年
度
よ
り
二
億
九
千
五
百
三
十

万
円
減
の
四
億
五
千
五
百
万
円
と

し
ま
し
た
。

子
ど
も
手
当
に
よ
り
扶
助
費
が

大
幅
増

▽
義
務
的
経
費
（
支
出
が
法
律
な
ど

に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
経
費
）

・
人
件
費　

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
。

・
公
債
費
（
町
の
借
金
の
返
済
）

　

昨
年
度
よ
り
三
千
六
百
二
十
七

　

万
五
千
円
の
減
。

・
扶
助
費　

昨
年
度
よ
り
二
億
九

百
三
十
六
万
七
千
円
増
の
九
億

五
千
八
百
十
七
万
一
千
円
。
増
額

と
な
っ
た
の
は
子
ど
も
手
当
が
主

な
要
因
で
す
。

▽
投
資
的
経
費
（
資
本
形
成
に
向
け

ら
れ
、
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ

れ
る
経
費
）

・
普
通
建
設
事
業
費　

昨
年
度
よ

り
五
億
千
百
九
十
二
万
四
千
円
減

の
三
億
千
九
百
四
十
六
万
七
千
円

と
し
ま
し
た
。
減
額
と
な
っ
た
の

は
昨
年
度
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
費
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

▽
そ
の
他
の
経
費
（
義
務
的
経
費

及
び
投
資
的
経
費
以
外
の
経
費
）

・
物
件
費
（
業
務
の
委
託
や
建
物

の
光
熱
水
費
等
）
は
、
遺
跡
発
掘

調
査
費
用
や
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務

の
委
託
に
係
る
部
分
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
一
億
百

三
万
六
千
円
の
増
。

・
繰
出
金
の
う
ち
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
は
赤

字
補
填
分
と
し
て
五
千
六
百
万
円

特
別
な
繰
出
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
　
出

＜ご覧ください＞

22 年度当初予
算の主要施策説
明書を町ホーム
ページに掲載し
ています。

歳出（支出）内訳

　22年度の特別会計総額は、29億5,010万8
千円で昨年度に比べて2,178万6千円の減とな
りました。
　21年度に引き続き公共下水道事業特別会計
の事業費のうち、工事分が大幅に減額されて
いることが減額の要因になっていますが、国
保、介護、後期高齢者の社会保障関係の特別
会計については、予算額が増額になっていま
す。

性質別予算の状況

① 義務的経費（52.1%）
　公債費	 9億6,040万1千円
　扶助費	 9億5,817万1千円
　人件費　	7億9,937万6千円

③ その他の経費（41.8%）
　物 件 費	 8億2,194万4千円
　補助費等	 6億3,735万7千円
　繰 出 金	 5億8,706万5千円
　そ の 他	 1億3,609万5千円

② 投資的経費（6.1%）
　普通建設事業費	 3億1,946万7千円

　災害復旧事業費　　　　12万4千円

●特別会計予算

特別会計名 当初予算額 前年度当初予算比 増減率

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

漁業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

17億 5,826 万 8千円

22万 9千円

3,610 万       円

8億 8,737 万 8千円

1億 7,920 万 1千円

8,893 万 2千円

5,744 万 5千円

▲ 579万       円

▲ 190万       円

1,345 万       円

▲ 9,010 万 4千円

511万 3千円

3.4%

▲ 96.2%

▲ 5.0%

1.5%

▲ 33.5%

6.1%

衛生費
3億4,084万5千円

(6.5%)

その他
1億4,566万7千円

(2.8%)

議会費　　 8,089万6千円
労働費　　　　　 7千円
商工費　　　 548万8千円
消防費　　 3,509万4千円
災害復旧費　 12万4千円
諸支出金　 79万5千円
予備費　　 2,326万3千円

　

民生費
13億8,941万4千円

(26.6%)

総務費
9億8,497万6千円

(18.9%)
公債費

9億6,040万1千円
(18.4%）

教育費
6億3,852万6千円

(12.2%)

土木費
4億1,805万3千円
　　(8.0%）

農林水産業費
3億4,211万8千円

(6.6%)

その他①
1億3,190万7千円

(2.5%)

諸収入
1億6,548万5千円

(3.2%）

繰入金
1億7,773万円
(3.4%）

依存財源
72.6%

町税
9億5,389万5千円
(18.3%）

その他②
2億2,205万1千円

(4.2%)県支出金
4億791万6千円

(7.8%)

自主財源
27.4%

地方交付税
21億6,000万円
(41.4%)

町債
4億5,500万円
(8.7%)

国庫支出金
5億4,601万6千円

(10.5%)
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広報はしかみ　２010・４ ❹

はしかみ Hot! ニュース
　

階
上
町
消
防
団
は
、
三
月
末
で

寅
谷
正
美
団
長
が
退
任
す
る
こ
と

に
伴
い
、
三
月
十
七
日
、
ハ
ー
ト

フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
、
階

上
町
消
防
団
長
就
退
任
式
を
行
い

ま
し
た
。
団
員
ら
百
人
が
参
加
。

　

寅
谷
団
長
は
「
消
防
団
に
入
団

し
三
十
八
年
。
こ
れ
ま
で
大
切
な

仲
間
と
と
も
に
、
階
上
町
の
安
心

安
全
の
た
め
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
内
城
慶
富
副
団
長
が
「
消

防
団
員
の
模
範
で
あ
り
、
大
き
な

存
在
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り

一
層
、
団
員
と
し
て
の
使
命
を
強

く
認
識
し
、
一
致
団
結
し
て
い
く
」

と
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
内
城
慶
富
団
長

の
も
と
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

二
月
二
十
四
日
、
赤
保
内
寺
下

の
潮
山
神
社
で
、「
平
成
二
十
二

年
交
通
事
故
抑
止
祈
願
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
関
係
者

約
六
十
人
が
参
加
し
、
事
故
の
な

い
安
全
な
町
を
神
前
に
祈
願
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
参
加
者
を
代
表
し
、

交
通
安
全
母
の
会
の
畑
中
チ
セ
子

さ
ん
が
「
交
通
弱
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
、
飲
酒
運

転
の
追
放
、
夕
暮
れ
時
の
早
め
点

　

三
月
二
十
七
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル

プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
、「
は
し

か
み
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
設

立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営

し
、
年
齢
、
興
味
・
関
心
、
技
術
・

技
能
レ
ベ
ル
な
ど
に
応
じ
て
い
つ

で
も
活
動
で
き
、
複
数
の
種
目
が

用
意
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

階
上
町
で
は
、
平
成
二
十
年
に

国
か
ら
二
年
間
の
委
託
を
受
け
、

有
志
に
よ
る
設
立
準
備
委
員
会
を

灯
を
実
行
し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
浜
谷
町
長

は
「
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
活
動
に

よ
り
、
交
通
事
故
が
減
少
し
て
き

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
死

亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成
と
い
う
大

き
な
目
標
に
む
か
っ
て
、
よ
り
一

層
の
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

現
在
町
は
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

継
続
中
で
、
五
月
二
十
七
日
に
は

千
日
達
成
の
予
定
で
す
。

設
立
、
研
修
会
や
プ
レ
体
験
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
総
会
で
は
、
登
録
団

体
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

ら
五
十
人
が
参
加
。
ク
ラ
ブ
規
約
、

役
員
選
出
、
事
業
計
画
お
よ
び
収

支
予
算
の
案
が
出
さ
れ
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
選
出
さ
れ
た
伊
藤
武
男

さ
ん
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
。
今
後
は
、
誰
で

も
自
由
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
定
期
的
開
催
や
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

心
意
気
を
引
き
継
い
で
階
上
町
消
防
団
長
就
退
任
式

■寅谷正美団長　profile
　昭和47年、第4分団に入団。
　平成15年団長就任。団員の 
　指導育成や地域防災リーダー
　として貢献。68歳。

1 寅谷団長から内城副団長へ団旗が引き継がれた
2 浜谷町長から寅谷団長に感謝状が贈呈された
3 訓示をする内城慶富新団長

誓いの言葉を述べる畑中チセ子さんあいさつをする伊藤会長（中央）と役員

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
交
通
事
故
抑
止
祈
願
祭

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
は
し
か
み
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
総
会

1

2 3
■内城慶富新団長　profile
　昭和48年、第２分団に入団。　
　平成15年副団長就任。平成22年
　４月より団長に就任。60歳。
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はしかみ Hot! ニュース
　

二
月
二
十
六
日
、
赤
保
内
小
学

校
二
年
の
上
野
彩
香
さ
ん
が
、
全

国
学
校
図
書
館
協
議
会
、
毎
日
新

聞
社
主
催
の
第
二
十
一
回
読
書
感

想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
小
学

校
低
学
年
の
部
の
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

読
書
の
感
動
を
絵
画
で
表
現
す

る
も
の
で
、
上
野
さ
ん
は
、
レ
オ
・

レ
オ
ニ
作
の
「
う
さ
ぎ
を
つ
く
ろ

う　

ほ
ん
も
の
に
な
っ
た
う
さ
ぎ

の
は
な
し
」
を
読
ん
で
「
夢
の
中

で
、
ニ
ン
ジ
ン
を
食
べ
た
よ
」
と

い
う
感
想
画
を
描
き
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
「
受
賞
し
て
う
れ

し
い
。
う
さ
ぎ
の
毛
を
リ
ア
ル
に

表
現
す
る
た
め
に
、
折
り
紙
を
や

ぶ
い
て
工
夫
し
ま
し
た
。
三
年
生

の
読
書
の
目
標
は
二
百
冊
で
す
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
町
で
は
、
各
学
校
で
家う
ち
ど
く読

に
取
り
組
み
、
読
書
活
動
の
推
進

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
赤
保
内

小
学
校
で
は
「
こ
れ
ま
で
の
読
書

活
動
の
取
り
組
み
が
形
と
な
っ
て

実
を
結
ん
だ
。
他
の
子
ど
も
達
の

励
み
に
も
な
る
」
と
受
賞
の
効
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
！
赤
保
内
小
学
校 

上
野
彩
香
さ
ん

52万506点の応募の中から、小学校低学年の部で最
優秀賞に次ぐ、優秀賞を受賞した上野彩香さん。
本を読むとき、挿絵のないページでは絵を想像して
読んだりもするそう。

　

二
月
二
十
六
日
、
み
ち
の
く
銀

行
労
働
組
合
が
町
を
訪
れ
、
児
童

図
書
の
充
実
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
町
に
十
万
円
分
の
図
書
カ
ー

ド
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

町
応
接
室
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式

で
は
、
浜
谷
町
長
が
「
町
で
も
家う
ち

読ど
く

を
推
進
し
、
読
書
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大

変
あ
り
が
た
い
。
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

　

み
ち
の
く
銀
行
労
働
組
合
で

は
、
組
合
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

毎
年
県
内
の
市
町
村
に
寄
付
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
八
市
町

村
に
寄
付
。

　

杉
本
書
記
長
は
「
子
ど
も
た
ち

に
多
く
の
本
を
手
に
と
っ
て
読
ん

で
ほ
し
い
。
図
書
の
充
実
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
寄
付
金
は
石
鉢
小
学
校

の
図
書
室
に
使
わ
れ
る
予
定
で

す
。

図
書
の
充
実
に
役
立
て
て
み
ち
の
く
銀
行
労
働
組
合
が
寄
付

お
い
し
い
よ
！
町
内
小
中
学
校
給
食
で
新
規
開
発
商
品
を
試
食

　

三
月
二
十
五
日
、
三
八
地
域
県

民
局
が
、
県
内
の
農
商
工
と
連
携

し
開
発
し
た
「
に
ん
に
く
チ
キ
ン

ス
テ
ー
キ
」
が
町
内
小
中
学
校
の

給
食
で
試
食
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
お
も
り
食
品
製
造
業
強
化

促
進
事
業
」
の
一
環
で
、
県
産
食

材
を
活
用
し
た
新
商
品
を
開
発

し
、
地
産
地
消
を
図
る
と
と
も
に
、

農
林
水
産
業
と
食
品
製
造
業
の
活

性
化
を
図
る
の
が
ね
ら
い
。

　

国
産
鶏
肉
を
使
用
し
、
Ｊ
Ａ
八

戸
が
に
ん
に
く
を
提
供
、
田
子
町

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
に
ん
に

く
を
す
り
お
ろ
し
、
階
上
キ
ユ
ー

ピ
ー
株
式
会
社
が
製
品
化
し
ま
し

た
。

　

階
上
小
学
校
で
は
、
児
童
十
九

人
と
教
職
員
、
開
発
関
係
者
ら
が

試
食
。
三
年
生
の
折
川
か
の
ん
さ

ん
は
「
に
ん
に
く
の
味
が
し
て
お

い
し
い
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

　

製
造
し
た
階
上
キ
ユ
ー
ピ
ー
の

品
質
保
証
課
西
本
匡
さ
ん
は
「
子

ど
も
向
け
の
味
付
け
を
工
夫
し

た
。
地
元
企
業
と
し
て
今
後
も
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

浜谷町長（左）と杉本書記長（右）評判は上々。給食のメニューに加わる日も近い
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■基本方針

　・町民満足度の向上　・歳出全般の効率化
　・財源配分の重点化

　・町民へ分かりやすい情報提供
　・町民の声を町政に反映させやすい環境づくり
　・協働のまちづくりのさらなる推進

　・行政組織体制の強化
　・職員の意識改革と能力向上
　・職場の活性化と経営感覚の醸成

■推進体制
　　基本方針に基づいた実施計画を策定し、必要に
　応じた見直し（実施項目の追加、スケジュールの前
　倒し等）を行いながら、改革を推進していきます。

■今後の行財政改革の方向性

❻

答申書を浜谷町長に手渡す、行政
改革推進委員会の前山総一郎会長
　　　　　　　　　  （2月22日）

第４次階上町行財政改革大綱を策定しました
■目的・理念　
　　総合振興計画に定めた基本理念「ゆめ みらい 心ときめく ふるさとづく 
　り」を実現するため、町を取り巻く行政環境が目まぐるしく変化する中で、 
　新たな行政課題や町民ニーズに的確に対処できるよう、職員の資質の向 
　上を図り、自主性と責任ある行政経営を進め、より一層の効率的かつ効 
　果的な行財政システムの構築に努めます。

■目指すべき姿

「町民目線に立った意識改革のもと　町民本位の　町民に開かれた行政」

徹底した歳出削減（＝行政のスリム化）
＜職員の削減など量的な改革を行い、一定の効果を出してきました＞

限られた行政資源（ひと、もの、かね、情報）の有効活用と機能充実

「量の改革」から「質の改革」へ

を目指します。

■取組期間
　22年度～25年度（4年間）

■実施計画について（70項目）
(1)事務等の改善の取組
(2)歳出削減の取組
(3)歳入確保の取組
(1)職員研修の充実
(2)行政組織の取組
(3)附属機関等の見直し
(4)給与等の適正化
(1)情報共有の取組
(2)パートナーシップの構築
(3)補助金の見直し
(1)民間活力の推進
(2)施設の有効活用

(10項目)
(9項目)
(9項目)
(2項目)
(8項目)
(4項目)
(1項目)
(9項目)
(6項目)
(4項目)
(3項目)
(5項目)

一般事務
事業改革

外部等事務
事業改革

行政組織 
内事務事
業改革

住民サー
ビス事務
事業改革

行政サービスの公平・均一化の推進

協働のまちづくりの推進

開かれた行政の意識改革の推進

第３次

第4次

行
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

課　

題

・町民満足度の向上　・地方分権時代への的確な対応
・町民とのパートナーシップによる協働への発展
・職員の意識改革と能力向上　・財政運営の健全化
・将来を見据えた人材確保と人材育成　など

・ゼロ予算事業など改善運動の充実
・人事評価システムの確立
・ミッションマネジメントの実践と機能強化　など

第 4次階上町行財政改革大
綱および実施計画書は、町
ホームページでも公表して
います。

【問】総務課総務グループ
☎ 88-2112
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【主幹級】
　総務課主幹（産業振興課主幹）	 平戸　真澄
　総務課主幹（町民課主査）	 野沢　香織
　町民課主幹（町民課主査）	 下平　有香
　町民課主幹（町民課主査）	 榊　　寛子
　町民課主幹（保健福祉課主査）	 田村　綾子
　保健福祉課主幹（教育課主幹）	 荒道　敬子
　建設課主幹（総務課主幹）	 茨島　俊行
　建設課主幹（建設課主査）	 境　　宏幸
　議会事務局主幹（町民課主査）	 上　　厚子
　教育課主幹（教育課主査）	 森　　　淳

【主査級】
　総務課主査・八戸地域広域市町村	 松村　博幸
　圏事務組合へ派遣（町民課主事）
　町民課主査（町民課主事）	 境　　祥子
　保健福祉課主査（総務課主査）	 上野栄利子
　保健福祉課主査（町民課主査）	 鈴木　優子
　産業振興課主査（保健福祉課主査）	 荒道　真一
　建設課主査（町民課主査）	 前田　美幸
　教育課主査（町民課主査）	 畑山　真也

【主事級】
　総務課主事（建設課主事）	 小守　稚子

【新採用】
　総務課主事	 阿部　育枝
　町民課主事	 田村　有弥
　町民課主事	 中屋敷　聡
　教育課主事	 伊藤　　航

❼            

町職員の人事異動 3月31日付けと4月1日付けで町職員の人事
異動が次のように発令されました。

教職員の人事異動 4月1日付けで教職員の人事異動が次のよう
に発令されました。

■3月31日付け
【退職・勧奨】
　会計管理者	 池田　　隆
　教育課総括主任運転技能員	 天摩　常雄
　町民課戸籍住民グループリーダー	 高橋　絹恵

■ 4 月 1 日付け （　）は旧職名、GLはグループリーダーの略称
【課長級】
　会計管理者・出納室長事務取扱	 寅谷　信廣
　（町民課長・税務 GL 事務取扱）	
　町民課長（総務課指導監兼企画財政 GL）	 沼沢　範雄

【指導監級】　
　総務課指導監兼企画財政 GL	 南　　正人
　（出納室指導監兼出納室長）
　町民課指導監兼税務 GL	 木村　良三
　（保健福祉課指導監兼福祉 GL）	

【グループリーダー級】
　町民課戸籍住民 GL（教育課学校教育 GL）	 桑原　英世
　保健福祉課福祉 GL（町民課総括主幹）	 野沢　雅浩
　教育課学校教育 GL（議会事務局次長）	 伊藤まり子

【総括主幹級】
　町民課総括主幹（総務課総括主幹）	 引敷林広貴
　建設課総括主幹（教育課総括主幹）	 続石　悦子
　建設課総括主幹（建設課主幹）	 上　　静志
　出納室総括主幹（建設課主幹）	 浜浦　幸夫
　教育課総括主幹（出納室主幹）	 日影百合子
　教育課総括主幹（教育課主幹）	 地代所　誠

■ 4 月 1 日付け  （　）は前任校
【校長】
　赤保内小	 大久保伸夫	 （階上町立大蛇小）
　金山沢小 	 横田　英穂	 （階上町立赤保内小）
　大 蛇 小	 岡田　　稔	 （五戸町立又重小）

【教頭】
　階 上 小	 米坂　浩利	 （青森市立千刈小）
　石 鉢 小	 山内　　哲	 （五戸町立蛯川小）
　赤保内小	 芦名　　均	 （階上町立道仏小）
　道 仏 小	 吉岡　　勝	 （むつ市立大畑小）
　大 蛇 小	 下平　正明	 （三八教育事務所）
　小舟渡小	 成田　裕二	 （五戸町立豊間内小）

【教諭等】
　階 上 小　	養助	 神山みつき	 （階上町立登切小）
　石 鉢 小　	講師	 畠山　　佳	 （同校）
　　　〃　　　〃	 乙山　百恵	 （同校）
　　　〃　　　〃	 関下　健司	 （同校）
　赤保内小　	教諭	 熊野　信吉	 （階上町立登切小）
　　　〃　　　〃	 高杉奈奈世	 （八戸市立種差小）

【教諭等】
　赤保内小　	講師	 馬場　道子	 （同校）
　金山沢小　	養助	 関川　育恵	 （同校）
　道 仏 小　	養教	 宮永奈美子	 （階上町立階上小）
　　　〃　　	講師	 小橋　共絵	 （同校）
　　　〃　　　〃	 赤坂　徳秀	 （同校）
　大 蛇 小　	教諭	 佐々木友希	 （八戸市立旭ケ丘小）
　小舟渡小	 講師	 三浦　幸信	 （同校）
　　　〃　　　〃	 松山　　郁	 （同校）
　階 上 中　	教諭	 佐々木早予子	 （三戸町立三戸中）
　　　〃　　　〃	 橋本　満昭	 （田子町立田子中）
　　　〃　　　〃	 山口　雅裕	 （五戸町立川内中）
　　　〃　　	講師	 田村　笑子	 （同校）
　　　〃　　　〃	 角谷　俊輔	 （同校）
　　　〃　　　〃	 工藤　英一	 （同校）
　　　〃　　	養助	 馬場　絵里	 （同校）
　道 仏 中　	教諭	 武内真喜子	 （五戸町立倉石中）
　　　〃　　　〃	 對馬　綾子	 （八戸市立北稜中）
　　　〃　　	事務	 小倉　理香	 （田子町立上郷小）
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総
務
課
長

　
　
上
　
　
博
文

総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　
　
長
根
　
　
工

主
　
　
幹
　
 
佐
京
　
　
実
・
古
川
　
明
美
・
田
中
　
靖
子

 

平
戸
　
真
澄

主
　
　
査
 

松
村
　
博
幸
（
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
へ
派
遣
）

主
　
　
事
 

野
沢
　
一
臣
・
小
守
　
稚
子
・
阿
部
　
育
枝

主
　
　
幹
 

浜
浦
　
孝
子
・
中
屋
敷
　
司
・
小
笠
原
博
文

 

野
沢
　
香
織

主
　
　
事
 

塩
谷
麻
美
子
・
中
嶋
　
脩
夫

総
括
主
任
運
転
技
能
員
　
高
屋
敷
幸
治

主
　
　
幹
 

清
水
恵
美
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下水道工事にご理解とご協力を！
　町では快適な生活環境の確保と河川・海岸汚濁防止のため、蒼前地区の
下水道工事を進めています。
　工事期間中は道路の迂回をお願いするなどご迷惑をおかけしております
が、地域生活基盤の整備のためご理解とご協力をお願いします。

■下水道接続工事費の融資あっせんと奨励金の制度をご利用ください
　下水道が使用できるようになると、その区域を公示し、それから3年以内に限り、下表の制度により接続
促進を図っています。

3年以内に!

下水道マスコットキャラクター　スイスイくん

融資あっせん制度

【問】建設課下水道グループ　☎88-2120

【問】建設課下水道グループ
　☎88-2120

工事に必要な費用を金融機関から無利子で
借りられるようにあっせんする制度です。

工事費を自己資金で接続した方に奨励金と
して交付する制度です。

①融 資 額　 100万円以内（無利子）
②償還期間　　60カ月以内（5年以内）
※利子を町が負担します。

接続前の状態
　①くみ取り式トイレ　60,000円
　②単独処理浄化槽　   60,000円
　③合併処理浄化槽　   30,000円

工事を行う前に指定排水設備工事店をとお
して、申請書を町へ提出してください。

一般住宅の汚水を公共下水道に接続する工事をされる方。
ただし、町税および公共下水道受益者負担金・分担金を滞納していない方。
※この制度はどちらか一つしか受けられません。

 「屋外で公衆に表示されるもので、看板、はり紙、旗および広告板、建
物等に表示されたもの等」をいいます。
 この要件に該当する広告物であれば、商業広告に限らず、非営利なも
の、公共目的のものであっても、表示内容にかかわらず規制の対象となり
ます。

■野立広告物は許可が必要です！
　自分の住居や店舗等の敷地外に設置する店舗の
PR用等の屋外広告物（野立広告物）は、許可を受
けなければ設置することができません。
　町内には、青森県広告物条例により、設置でき
ない地域もありますので、設置を予定している方
および既に設置し、許可を得ていない方は必ず建
設課にご相談ください。

■自家用広告物には表示面積の制限があります！
　自家用広告物は、店舗、会社の名称や事業・営
業の内容を表示するために、店舗等の敷地内に表
示設置する屋外広告物のことで、一事業所当たり
の総表示面積が15㎡以下であれば、許可を受けず
に表示等ができますが、それを超えた面積の場合
は許可が必要です。

工事終了後に指定排水設備工事店をとおし
て、申請書を町に提出してください。

内　　容

申込方法

対 象 者

金　　額
および
期　　間

奨励金制度

屋外広告物の規制について
屋外広告物とは
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国民健康保険からのお知らせ

国民健康保険税の税率が変わります

　22年4月から、本人の意思によらない「倒産･解雇などによる離職者」(特定受給資格者)や「雇
い止めなどによる離職者」(特定理由離職者)の国民健康保険税が軽減されます。

■対象者
　離職の翌日から翌年度末までの期間において、
以下の①または②として失業給付を受ける方。
　①雇用保険の特定受給資格者(倒産・解雇など)
　②雇用保険の特定理由離職者(雇い止めなど)
■軽減額
　国民健康保険税の算定に用いる前年の給与所
得を30/100とみなして税額を算定し、軽減しま
す。（具体的な軽減後の額については、町民課税
務グループ☎88-2129にお問い合わせください） 

【国民健康保険制度】
　私たちが病気や怪我をしたとき、安心してお医者
さんにかかることができるように、国・県などの補
助金等や加入者の皆さんからの国保税による相互扶
助で成り立っている社会保障制度です。

【税率の改正について】
　町では、加入者の皆さんにできるだけ負担となら
ないよう、できるだけ税率の改正を抑えてきました
が、少子高齢化の進展、社会経済情勢の変化や医療
制度改革の影響等により21年度以降も財源不足と
なっています。
　不足する国保税については、本来、加入者の皆さ
んから負担して頂かなければならないものですが、
急激な負担とならないよう、右表のとおり税率を改
正しましたのでご理解くださるようお願いします。
 
　所得割：所得に応じて計算される額
　資産割：資産に応じて計算される額
　均等割：加入者数に応じて計算される額（国保加
　　　　　入者数×均等割額）
　平等割：１世帯あたりの額

■軽減期間
　離職の翌日の属する月から翌年度末まで。
■制度が始まる前（22年3月以前）の失業について
　21年3月31日以降に離職された方は、22年度に
限り国民健康保険税が軽減されます。
　※21年度の保険税は対象となりません。

■軽減をうけるには申請が必要です
　「雇用保険受給資格者証」をお持ち下さい。

【問】保健福祉課 健康増進グループ
☎88-2219

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219／町民課税務グループ　☎88-2129

■改正内容

区　　　分 21年度
(改正前)

22年度
(改正後)

医
療
分

後
期
支
援
分

介
護
分

所 得 割
資 産 割
均 等 割
平 等 割
課税限度額
(年税額の上限)

所 得 割
資 産 割
均 等 割
平 等 割
課税限度額
(年税額の上限)

所 得 割
資 産 割
均 等 割
平 等 割
課税限度額
(年税額の上限)

6.1％
35.0％

24,000円
27,000円

470,000円

1.8％
14.0％

7,000円
9,000円

120,000円

1.3％
12.0％

9,700円
5,800円

100,000円

7.1％
38.0％

26,000円
28,000円

500,000円

1.7％
13.0％

6,500円
6,400円

130,000円

1.6 ％
変更なし
変更なし
6,000円

変更なし

※介護分は40歳〜64歳の以外の方には課税されません。

4月から
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住民健診のお知らせ
変 更 点

■実施期間　4月～23年3月
■会　　場　八戸市総合健診センター
　　　　　　　　　　　　　　　☎45-9131

■階上町優先日で受診する場合　＜5・7月広報と同時配布する申し込み用紙でお申し込みください＞

①八戸市総合健診センターで、土曜日に実施する日を設けます。
②後期高齢者の人間ドックを実施します。（健診センターのみ）

■優先日以外で受診する場合
　受診希望の3週間前までに直接健診センター（☎45-9131）にお申し込みください。

＜料金表＞

①生活習慣病予防健診
（一般的な内科健診）

②特定健診
　後期高齢者健診

③胃・肺・大腸がん検診

④人間ドック
（②+③+腹部超音波検査）

⑤前立腺がん検診
⑥骨粗鬆症検診
　　⑦乳がん検診
　　⑧子宮がん検診
　　⑨婦人科超音波検診　
　　（旧卵巣がん検診）

申し込み優先地区
（センター行きバス運行地区）

晴山沢・平内・鳥屋部・角柄折
田代・金山沢（伴蔵）
金山沢（長久保・水野）・新田
バス運行なし
赤保内・石鉢小学区（国道経由）

バス運行なし

バス運行なし
小舟渡・八森・上野
荒谷・大蛇・追越
道仏・駅前・榊
バス運行なし
バス運行なし

7 月 06 日（火）
7 月 13 日（火）
7 月 20 日（火）
6 月 19 日（土）
7 月 27 日（火）

8 月 02 日（月）
7 月   3 日（土）
8 月 31 日（火）
9 月 06 日（月）
9 月 07 日（火）
9 月   4 日（土）

6 月 14 日（月）
6 月 14 日（月）
7 月 12 日（月）

8 月 09 日（月）
7 月 01 日（木）
7 月 02 日（金）
8 月 06 日（金）

9 月 03 日（金）
8 月 26 日（木）
9 月 13 日（月）

婦人がんが定員をオー
バーした場合、バスを利
用する方を優先します

先着 30 人（内ドック 10 人）

婦人がんはそれぞれ先着
25人

先着 30 人（内ドック 10 人 )

先着 30 人（内ドック 10 人 )
先着 50 人（内ドック 10 人）

6/11（金）
5/28（金）
7/20（金）

6/11（金）

7/20（金）
6/11（金）

8/60（金）

8/20（金）

9/17（金）

5/28（金）

胃・肺・大腸がん
特定健診等 婦人がん 申込締切 備　考

西
部

全
町

全
町

東
部

9 月 13 日（月）◆

10 月 01 日（金）
10 月 18 日（月）

9 月 30 日（木）◆

◆胃がん検診と婦人科超音波（卵巣がん）検診は同日に受けることができませんのでご注意ください。

健（検）診名 対象者 自己負担

30 代

40 歳以上の国保
および後期高齢者
40 歳以上

30 歳以上国保お
よび後期高齢者

50 歳以上男性
30 歳以上女性
30 歳以上女性
20 歳以上女性

20 歳以上女性

3,000 円

40 ～ 69 歳	：   500 円
70 歳以上：無料
１検診：500 円
30 ～ 39 歳	：5,000 円
40 ～ 69 歳	：2,500 円
70 ～ 74 歳	：2,000 円
後期高齢者	：2,000 円
　　　2,100 円
　　　1,890 円
  　　　 500 円
  　　　 500 円

　　　1,050 円

医療機関での健 ( 検 ) 診について
【②、③の健 ( 検 ) 診】
　小松内科医院、みうらクリニック、一
部八戸市内医療機関でも受けられます。
医療機関に直接お申し込みください。
・対象：65歳以上の方、障害者手帳（身
　　　　体1～4級、愛護、精神）をお持
　　　　ちの方
・保険証と受診券が必要です。事前に保
　健福祉課にご連絡ください。

【⑧、⑨の検診】
　20 歳以上であれば、八戸市内の産婦
人科医院でも受けられます。予約は不要
です。「階上町の子宮がん検診を受けた
い」と医療機関窓口にお申し出ください。

【問い合わせ・申し込み】
　保健福祉課健康増進グループ
　　　　　　　　　　　☎ 88-2219※②、④以外の健（検）診は保険証の種類を問いません。

婦
人
が
ん

赤保内・石鉢小学区・東鳥屋部
（国道以外の道を経由）

バス運行なし

特定健診等：先着60人
婦人がん　：先着30人

1日(金)は先着25人
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はみがきを
　がんばりました

　3月 10日に行われた３歳児健診に
おいて、歯科健診の結果、むし歯のな
かった子どもさん11人に表彰状を贈
呈しました。

石
いしばし

橋華
は な こ

七子ちゃん　 平
たいら

　　歩
あ ゆ ま

真くん　 西
にしもと

本さくらちゃん

大
お お し み ず

清水健
け ん と

人くん　 田
た ば た

端　優
ゆ ら

空ちゃん 八
はちのへ

戸　太
た お

勇くん

小
こ し ば

柴　慧
けいすけ

祐くん　 田
た む ら

村　美
み う

羽ちゃん 濱
はま

道
みち

穂
ほ の

乃花
か
ちゃん

清
し み ず

水　悠
ゆ う と

斗くん　 德
とく

田
だ

慎
し ん の す け

之助くん 

　歯の健康を保つには、むし歯になる前の「予
防」が大切です。
　乳幼児期からの歯みがきを習慣づける働きか
けや、みがき残しのチェック、仕上げみがきを
してあげることが一番の予防法です。

歯 は 一 生 の 宝 物

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

毎食欠かさず食べよう ー食物繊維ー

豆、いも類、海藻、きのこ、果物、野菜、玄米

　便秘の予防や生活習慣病の予防に効果。低カ
ロリーの食材です。たっぷり食べましょう。

※「今月のメタ川」への募集は終了させていただきます。
ご応募いただきながら、ご紹介できなかった皆さま、こ
の場を借りて感謝とお詫び申し上げます。

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

＜町有財産売却先決定のお知らせ＞
■売却物件　蒼前東 1 丁目 9-1793、9-1794、9-1795
　　　　　　の 3 筆の土地および建物
■売 却 先　特定非営利活動法人 夢（理事長：岩崎泰
　　　　　　伸 / 現住所：八戸市小中野５丁目 10-18）
■買受希望者数　1 名
■利用目的　自閉症を中心とする発達障がい者を対象
　　　　　　とした療育活動施設
■買受希望価格　15,000,000 円

必ずチェック　最低賃金！ 使用者も、労働者も。

（平成 21 年 10 月 1 日発効）

青森労働局労働基準部賃金室　☎017-734-4114
青森労働局HP（http://www.aomori.plb.go.jp/）

青森県最低賃金
時間額 633 円

●今月のメタ川（メタ
4 4

ボ予防川
4

柳）

積み重ね
　エコもメタボも コツコツと

むし歯０本の子どもたち（50音順）

　今月で最終回です。読んでくださった皆さま、メタボ
予防川柳を応募してくださった皆さま、１年間ありがと
うございました。

　「生活習慣は継続しにくい」「リバウンドは必ずある」
―。天候や生活リズムの変化等ちょっとした理由や状況
の変化で、健康づくりは続きにくいものです。意志の弱
さややる気のなさのせいだと、自分を責める必要はあり
ません。「続かないもの」ということを頭の隅において、
どういう時に続かなくなるか、再開する方法や代わりの
方法を考え、「備え」をしていきましょう。

Vol.12　続・脱メタボの後半戦

メタボ 術
P.N　ひみつのあっこちゃん

　環境にもやさしい暮らし、体にもやさしい生活
習慣、どちらも今一度考えてみたいものですね。

親子 de
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軽自動車税の納期限は4月30日㈮です

農地賃借料情報・農作業標準賃金

4月1日現在、町内に原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車および
二輪車の小型自動車を持つ方に軽自動車税が課税されます。

■軽自動車の異動等について
　①軽自動車税の対象となる車を取得した場合、②届
け出た事項に異動が生じた場合、③軽自動車を他の人
に譲った場合、④廃車した場合、⑤町外に転出された
場合は、異動申告が必要です。
　＜届出取扱窓口＞
　○原付バイク、農耕用などの小型特殊自動車
　　町民課税務グループ　☎88-2129
　○軽自動車
　　軽自動車検査協会八戸支所　☎21-2150
　○ 126～ 250cc のバイク
　　軽自動車協会八戸支所　☎51-2560
　○ 251cc ～のバイク
　　八戸自動車検査登録事務所　☎050-5540-2009

■身体障がい者等に対する軽自動車税の減免
　身体障がい、知的障がい、精神障がいのある方のために使用される軽自動車等で、一定の要件に該当するもの
については、申請により軽自動車税を全額免除します。
　・4 月 23 日（金）までに減免申請書の提出が必要です。
　・必要書類：印鑑、車検証、運転される方の免許証、身体障害者手帳など障がいの程度がわかるもの

【問】町民課税務グループ　☎ 88-2129

■納税には便利な口座振替をご利用ください
　取扱金融機関に口座振替申込用紙と預貯金通帳
使用印鑑、納税通知書をご持参のうえ、お申し込
みください。

＜口座振替できる町税等＞
軽自動車税、固定資産税、町県民税、国民健康保
険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料

＜取扱金融機関＞
青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫、みちのく
銀行（八戸市内）、八戸農業協同組合階上支店、青
森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆう
ちょ銀行
　注意：各納期の前月末日までにお申し込み下さい。
　　　　（軽自動車税は23年度分からの開始となります）

■農地賃借料情報
　農地法の改正により、
今までの標準小作料が
廃止となりました。こ
れに代わり、賃借料情
報（農地の貸借の実勢
価格）を提供すること
になりました。

■農作業標準賃金

区分

田
（水稲の部）

階上町
全域

階上町全域

長いも

葉たばこ

普通畑

9,000 円 10,000 円 7,000 円 3 件

＊データ数は、集計に用いた締結（公告）件数。金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位。

9,200 円

10,000 円

5,400 円

9,200 円

10,000 円

7,500 円

9,200 円

10,000 円

4,600 円

1 件

1 件

15 件

畑の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

区分

農
業
機
械
に
よ
る
作
業

区分作業別 作業別単位 単位金額 金額摘要 摘要

【問】農業委員会　☎ 88-2946

田 耕 起
畦ぬり ( 片側 )
畑 耕 起
代 か き
田 植
バ イ ン ダ ー
脱 穀
コ ン バ イ ン
コ ン バ イ ン

10 アール当り
1m 当り

10 アール当り

8 時間労働

玄米 1 俵
当り

5,200 円
30 円

5,200 円
6,000 円
6,200 円
7,000 円
6,000 円

12,100 円
9,100 円

5,200 円
男女共同
額、まか
ないなし

1,320 円
1.530 円結束ひもつき

田 ( 稲 )
畑 ( 麦 )

田 植
除 草
刈 取
一 般 作 業
水分 25％未満
水分 25％以上

水
田

乾
燥

畑

1007294_01_24.indd   14 10/04/05   19:18



広報はしかみ　２010・４⓯

動物は正しく飼いましょう
－ペットを飼うことは責任を伴います－

本当に責任が
持てますか

　動物は、飼い主にとってペットという考えから家族の一員というように意識が
変化しています。しかし、一方では、一部の飼い主のマナーに欠けた行為が原因で、
動物と飼い主や地域の人々との間で良好な関係を保てなくなってきています。

ペットを飼う前に、もう一度命の大切さを考えてください。周囲への影響、病気の時の治療費
用、亡くなった時の埋火葬費用など、家族でよく相談し、納得してから飼いましょう。

【問】町民課戸籍住民グループ　☎88-2119

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

■町民が困っています ■飼い主の責務は法律などで明確に
　なっています

○飼い主の責務

　　飼い犬の登録、狂犬病予防接種、動物への虐

　待防止、適正な取り扱い、動物の愛護、飼い犬

　のけい留など

○義務づけられている法律等

　　狂犬病予防法、動物愛護及び管理に関する法

　律、青森県動物の愛護及び管理に関する条例

・フンは必ず持ち帰りましょう。
・放し飼いはやめましょう。
　　引き綱は、決して放さないで散歩して 
　　ください。

・野良猫への無責任なエサやりはやめま
　しょう。
・猫は室内で飼いましょう。

楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

＜４～５月スケジュール＞
■子育て支援センター「らんらんる～む」 ■子育てサークル「にこにこクラブ」

楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！親子 de

期	日 期	日

・場所　階上保育園（保育園向かい側駐車場をご利用
　　　　下さい）
・時間　10:00～12:00

活	動	内	容 活	動	内	容

4/14（水）

4/21（水）

4/28（水）

5/12（水）

5/19（水）

5/26（水）

4/16（金）

5/21（金）

大型遊具であそびましょ
　作って遊ぼう：かざぐるま
春ですよ〜春の自然をみつけよう
　作って遊ぼう：ゲーラカイト
親子でなかよし体操
　作って遊ぼう：こいのぼり
砂場であそぼう
　作って遊ぼう：ピョンピョンかえる
グラウンドへ行ってみよう〜ちょうちょさんいるかな？
　作って遊ぼう：石ころアート
おさんぽ♪列車を見にいこう！
　作って遊ぼう：押し花のしおり

はじめまして　友達つくろう
　　　（手形取り・読み聞かせ等）

体験しましょう「お茶会」

・場所　石鉢ふれあい交流館
・時間　10:00～12:00
・絵本の読み聞かせを毎回します。
・おやつは、食生活改善推進員、ボランティアの皆
　さんの協力です。

■参加費は、子ども１人につき100円
■ケガ等は、自己責任です。注意して楽しい活動に	
　しましょう。

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219
階上保育園　☎89-2302
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介護のことなら臥牛苑へ
臥牛苑居宅介護支援事業所

ご利用者を募集中ですご利用者を募集中です

88−1461
お問い合せは特定非営利活動法人

双松福祉会（階上小学校近く）

⓰

（広告） （広告）（広告） （広告）

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す 

③

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美　

図
書
室
だ
よ
り

備
え
あ
れ
ば
　
憂
い
な
し
！

○
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　
　
　
　

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

○
道
仏
公
民
館

　
　
　
　

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

　

最
近
の
気
象
は
、
私
た
ち
に
対

す
る
地
球
温
暖
化
へ
の
警
鐘
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
こ

れ
ら
自
然
現
象
に
よ
る
災
害
へ
の

備
え
は
充
分
で
し
ょ
う
か
。
先
般

の
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
時
の

避
難
指
示
へ
の
対
応
な
ど
、「
一

事
が
万
事
」
で
す
。
き
ち
ん
と
検

証
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
﹁
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と
い
う
地
域

住
民
の
連
携
意
識
に
よ
っ
て
、
お

互
い
の
身
を
守
る
た
め
、
防

災
活
動
災
害
対
応
に
備
え
て

地
区
ご
と
に
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
に
な
る
の
で
、
火
の
取

り
扱
い
は
甘
く
見
な
い
で
下

さ
い
！

　

ま
た
、
新
入
園
児
や
新
入

学
生
の
道
路
歩
行
に
対
し
て

の
交
通
安
全
確
認
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

　

去
る
二
月
二
十
八
日
の
チ
リ
大

地
震
に
よ
る
大
津
波
警
報
発
令

や
、三
月
十
日
の
ド
カ
雪
（
六
十
二

㌢
）
は
一
日
の
降
雪
量
と
し
て

は
史
上
最
大
を
記
録
、
さ
ら

に
、
春
分
の
日
は
最
大
瞬
間
風
速

（
三
十
二
・
三
㍍
）
の
突
風
が
吹
き

荒
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、彼
岸
じ
ゃ

4

4

4

4

ら
く

4

4

を
過
ぎ
て
か
ら
も
雪
が
降
る

な
ど
、
春
の
訪
れ
を
も
ど
か
し
く

感
じ
な
が
ら
、
旧
暦
を
見
る
と
ま

だ
二
月
で
す
。

防災訓練で、倒壊した家屋の中に埋もれた住民を
救出する訓練を行う自主防災組織会員

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
﹃
だ
か
ら
、
あ

な
た
も
生
き
ぬ
い
て
﹄
か
ら
九
年
。

女
性
初
の
大
阪
市
助
役
に
就
任
、

四
十
歳
で
再
婚
、
ダ
ウ
ン
症
の
娘

を
出
産
⁝
。
波
瀾
万
丈
人
生
の
第

二
章
。

　

食
は
文
化
を
映
す
鏡
で
あ
る
。

基
本
的
な
人
間
活
動
で
あ
る
食
の

あ
り
方
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
や
社
会
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
世
界
の
食
文
化
シ
リ
ー

ズ
全
二
十
巻
。

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

　

タ
リ
バ
ン
政
権
下
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
。
女
性
は
男
性
同
伴
で
な

け
れ
ば
外
へ
出
ら
れ
な
い
。
父
を

タ
リ
バ
ン
兵
に
連
れ
去
ら
れ
、
食

糧
も
つ
き
た
パ
ヴ
ァ
ー
ナ
の
家
族

が
生
き
延
び
る
道
は
？

『さすらいの旅』
デボラ・エリス 著

さえら書房

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9 ～ 17 時（月～金）
　　　　　※土曜は 15 時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

在宅介護・入所相談等
介護に関するお悩みお受けいたします
〒039-1212
青森県三戸郡階上町蒼前西２丁目９ー９８８
Te l. ０１７８-８８-２５９５
Fax. ０１７８-８８-２５９６

『今日を生きる』
大平光代 著

中央公論新社

『世界の食文化〈1〉韓国』
朝倉敏夫　著

農文協
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念
願
の
村
か
ら
町
へ

　

昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
、
階

上
町
誕
生
―
。
同
年
二
月
七
日
の

臨
時
議
会
で
「
村
を
町
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
」
が
満
場
一
致
で
可

決
、
そ
の
後
県
議
会
、
自
治
省
の

告
示
を
経
て
、
県
内
で
は
、
三
十

四
番
目
の
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
階
上
町
は
、
昭
和
五
十

二
年
に
角
柄
折
地
区
の
簡
易
水
道

が
完
成
し
て
か
ら
、
国
道
四
十
五

祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
祝
町
制
施
行
」
と
書
か
れ

た
看
板
な
ど
を
つ
け
た
車
二
十
台

に
、
各
団
体
か
ら
の
参
加
者
ら
が

分
乗
し
、
沿
道
に
は
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
多
く
の
町
民
が
小

旗
を
ふ
っ
て
出
迎
え
、
新
し
い
町

の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
憲
章
・
町
の
花
木

鳥
の
制
定
や
、
記
念
式
典
、
役
場

庁
舎
移
転
新
築
工
事
（
昭
和
五
十

七
年
二
月
一
日
執
務
開
始
）
と
道

仏
中
学
校
移
転
新
築
工
事
（
昭
和

五
十
六
年
十
二
月
一
日
授
業
開

始
）
の
着
工
な
ど
、
多
く
の
記
念

事
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

階
上
町
は
、
明
治
二
十
二
年
に

階
上
村
と
な
っ
て
以
来
九
十
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
一
九
八
〇
年

の
幕
開
け
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

豊
か
な
ま
ち
を
め
ざ
し
、
新
た
な

第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
の
で
す
。

号
が
通
過
し
て
い
る
中
央
部
が
急

速
に
開
け
、
昭
和
五
十
年
の
国
勢

調
査
を
境
に
人
口
が
毎
年
増
加
。

五
十
三
年
に
は
一
万
人
を
突
破

し
、
そ
の
年
の
人
口
増
加
率
は
二
・

二
㌫
と
、
県
下
一
の
伸
び
を
し
め

す
な
ど
、
町
と
な
る
こ
と
で
、
発

展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
誕
生
を
祝
い

　

町
と
な
っ
た
五
月
一
日
に
は
、

1 祝砲を合図に、町内を一
周して行われた祝賀パレー
ド。あいにくの雨にもかか
わらず、多くの町民が出迎
え、町誕生を祝った　
2 町制施行を記念し、ミス階
上コンテストも行われた
3 町の発展を願い、新しい看
板を役場玄関に掲げる当時
の荒谷定蔵町長（写真は旧
役場）

（昭和55年5月制定）

階上町民憲章（昭和55年5月制定）
　わたくしたちは、やま（臥牛山）と、うみ（太平洋）の美しい
自然にはぐくまれた豊かな伝統をもつ階上町民です。
　わたくしたちは、愛する郷土の発展としあわせをねがいこの憲
章を定めます。
1．心のふれあいを大切にし　文化の高いまちにしましょう。
1．より豊かな生活を求め　活力のあるまちにしましょう。
1．心とからだをきたえ　健康なまちにしましょう。
1．恵まれた自然を愛護し　美しいまちにしましょう。
1．みんなできまりを守り　住みよいまちにしましょう。

　町民の公募61点の中から決定。
　花は最も多い「つつじ」に、木ではしらかば、おんこが
上位だったが、たくましさが町の発展にふさわしいとされ、
「けやき」に。鳥は、きじが最も多かったが、町の自然の良
さと人情味あふれた素朴な町のイメージにぴったりと、2
番目に多かった「うぐいす」に決まった。

村
か
ら
町
へ
―
　

　
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
、
階
上
町
誕
生

町制 30 年をふり返る

はしかみ物語

町　の
花木鳥

1

1

2

3
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お知らせ Information 
　

県
で
は
、「
階
上
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の

方
針
」
の
変
更
に
あ
た
り
、
次
の

と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　

５
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～

■
場
所　

役
場
２
階
第
２
会
議
室

■
公
述
（
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）

を
希
望
す
る
場
合
は
、
４
月
26
日

（
月
）
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場

合
は
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

■
変
更
案
の
閲
覧

・
期
間　

４
月
13
日
～
26
日

・
場
所　

県
都
市
計
画
課
ま
た
は

町
建
設
課

【
問
い
合
わ
せ
】

　

青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
６
８
１

　

階
上
町
建
設
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
２
０

　

４
月
か
ら
肝
機
能
障
害
が
身
体

障
害
者
手
帳
の
障
が
い
と
し
て
認

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象　

薬
害
肝
炎
を
は
じ
め
と

す
る
肝
機
能
障
害
の
あ
る
方
や
肝

移
植
後
、
抗
免
疫
療
法
を
受
け
て

い
る
方
で
、
認
定
の
基
準
に
該
当

す
る
方
。

■
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

税
の
減
免
や
重
度
障
が
い
者
の
場

合
は
医
療
費
助
成
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き　

必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

　

国
庫
補
助
指
針
に
適
合
す
る
機

能
を
有
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
締
切　

23
年
２
月
28
日

■
対
象
地
域　

町
内
全
域
（
大
蛇

地
区
漁
業
集
落
排
水
処
理
区
域
お

よ
び
石
鉢
・
赤
保
内
処
理
区
公
共

下
水
道
事
業
認
可
区
域
は
除
く
）

■
対
象
建
物　

専
用
住
宅
お
よ
び

併
用
住
宅
。
た
だ
し
、
単
独
浄
化

槽
ま
た
は
く
み
取
り
式
か
ら
の
変

換
の
場
合
に
限
り
ま
す
。（
新
築
住

宅
へ
の
浄
化
槽
設
置
は
対
象
外
）

■
補
助
金
額
と
設
置
可
能
数

・
５
人
槽
（
１
３
０
㎡
以
下
）

　

限
度
額
３
５
２
千
円
、
４
基

・
６
～
７
人
槽
（
１
３
０
㎡
超
）

　

限
度
額
４
４
１
千
円
、
７
基

・
８
～
10
人
槽
（
２
世
帯
住
宅
）

　

限
度
額
５
８
８
千
円
、
１
基

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ　

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
２
０

■
対
象
者

・
第
１
期　

１
歳
の
誕
生
日
～
２

歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

・
第
２
期　

平
成
16
年
４
月
２
日

～
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
小
学

校
就
学
前
年
度
）

・
第
３
期　

平
成
９
年
４
月
２
日

～
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
中
学

１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
）

・
第
４
期　

平
成
４
年
４
月
２
日

～
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
高
校

３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
）

■
実
施
期
間

・
第
１
期　

通
年
実
施

・
第
２
～
４
期　

６
月
30
日
ま
で

■
接
種
方
法　

麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種　

※
両
方
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

方
は
、
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

　町では、地球温暖化対策の一環として、太陽光発電システムの普及を促
進するために、住宅用太陽光発電システムの設置費補助事業を行います。

■対象者
　自ら居住する住宅に対象システムを設置する個人
　で、電灯契約をしている方。
　　※既に設置または設置工事を開始している方は対象外。

■対象となるシステム（以下要件を全て満たすこと）
　①最大出力が 10kW 未満の太陽光発電システム 
　　であること。
　②太陽光発電普及拡大センター（J-PEC）に登録さ
　　れているもの。
　③未使用品の設備。（中古品は対象外）
■募集期間　23 年 2 月 28 日（月）まで
　　　　　　※ただし、予算の範囲内での募集となります。

■補助金額
　太陽電池モジュールの公称最大出力 1KW あたり
　3 万 5 千円で上限 14 万円まで。
■補助件数　約 20 件（先着順）
■その他　詳細は「階上町住宅用太陽光発電システ
　ム設置費補助金交付要綱」をご覧ください。要綱
　は町ホームページに掲載または町民課にお問い合
　わせください。
　　　　【問】町民課戸籍住民グループ　☎ 88-2119

都
市
計
画
公
聴
会

開催します

肝
機
能
障
害
の
あ
る
方
へ

お知らせ

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

お知らせ

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

お知らせ
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お知らせ Information
■
物
件
詳
細

①
榊
山
団
地

・
所
在
地　

道
仏
字
榊
山
９-

95

・
募
集
戸
数　

１
戸
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

・
規
格　

洋
室
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
10
・
５

畳
）、
洋
室
（
６
畳
）

②
つ
く
し
ヶ
丘
団
地

・
所
在
地　

赤
保
内
字
柳
沢
15-

20

・
募
集
戸
数　

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

・
規
格　

和
室
２
部
屋
（
６
、
８

畳
）、
洋
室
（
６
畳
）、
Ｄ
Ｋ
（
８

畳
）

■
入
居
資
格　

現
に
住
宅
に
困
っ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方(

申
込

者
お
よ
び
同
居
者
に
持
家
が
あ
る

方
の
申
し
込
み
は
不
可)

等
。

■
申
し
込
み　

４
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
、
町
営
住
宅
申
込
書
等
を

提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

建
設
課
土
木
建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
８

■
募
集
内
容　

①
シ
ニ
ア
の
部
30

人
（
町
内
在
住
60
才
以
上
）
②
一

般
の
部
30
人
（
町
内
在
住
60
才
未

満
）

■
期
日　

５
月
か
ら
10
月
ま
で
毎

月
２
日
間
、
延
べ
12
日
間
（
各
部

と
も
火
・
水
曜
日
の
連
続
２
日
間
）

■
時
間　

10
時
～
15
時

■
場
所　

陶
芸
作
業
所
（
追
越
集

会
所
前
）

■
合
同
開
講
式 
５
月
18
日
（
火
）

■
参
加
費　

年
会
費
１
５
０
０
円
、

粘
土
代
（
１
㎏
３
０
０
円
）
等
の

教
材
費
は
自
己
負
担

■
締
め
切
り　

４
月
27
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

教
育
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
７
６
４

　

タ
ン
ス
・
勉
強
机
・
食
器
棚
・

ベ
ッ
ド
・
ソ
フ
ァ
な
ど
の
家
具
や

自
転
車
な
ど
の
再
生
品
を
提
供
し

ま
す
。

■
申
込
対
象
者　

18
歳
以
上
の
八

戸
市
、
階
上
町
、
南
部
町
の
住
民

 

■
申
込
期
間　

５
月
１
日
（
土
）

～
16
日
（
日
）
※
八
戸
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
来
館
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

公
開
抽
選
を
行
い
、

当
選
者
に
の
み
、
は
が
き
で
通
知

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

☎
（
７
０
）
２
３
９
６

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で

は
、
４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電

話
帳
（
５
月
発
行
）
を
各
家
庭
・

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

■
新
し
い
電
話
帳
が
届
い
た
ら

　

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
を
配
達

員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

で
は
、
地
球
環
境
保
護
と
し
て
、

回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新
し
い

電
話
帳
を
作
る
﹁
電
話
帳
循
環
型

リ
サ
イ
ク
ル
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ご
不
在
時
等
で
配
達
員
に
古
い

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

公民館講座 自主活動グループを支援します募集

今年度の公民館講座は、町民の自主的な学習活動を支援します。
技術の習得や教養を高めたいグループに活動場所の提供と講師謝金の補助をします。

■活動条件
　①活動人数：10 人以上（参加者の半数以上は町民 
　　であること）。ただし、申請時は、発起人として
　　町民 2 ～ 3 人の明記でも構いません。
　②企画運営：自分たちで行う。（8 回以上の学習計
　　画）
　③学習内容が健全であること。
　④町民文化祭での作品展示またはステージ発表等
　　への協力。
　⑤活動場所：道仏公民館またはハートフルプラザ・
　　はしかみ

■支援内容
　・支援期間は１年間です。
　・4 回分の講師謝金を支援します。
■支援する活動グループを決定し、広報 6 月号で参
　加者を募集します。
■申し込み
　5 月 6 日（木）までに申請書を提出ください。
　申請書は教育課および町ホームページに掲載して
　います。
　　　　　【申し込み・問い合わせ】
　　　　　　教育課社会教育グループ　☎ 88-2698

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す

お知らせ

陶
芸
教
室
受
講
生

募集

町
営
住
宅
入
居
者

募集

春
の
再
生
品
提
供

開催します
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消防情報 交番情報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

事件は 110 番へ
階 上 交 番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
歩
行
者
、
自
転
車
の
皆
さ

ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

事
故
を
「
起
こ
さ
な
い
」「
遭
わ

な
い
」
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

■
１
１
９
番
は
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
の
大
切
な
緊
急
電
話
で
す

・
21
年
中
の
八
戸
消
防
本
部
へ
の

１
１
９
番
通
報
は
１
万
７
千
件
。

そ
の
う
ち
の
、
約
４
千
件
が
「
間

違
い
・
い
た
ず
ら
・
問
い
合
わ

せ
」
な
ど
の
電
話
で
し
た
。

・
１
１
９
番
は
み
な
さ
ん
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
大
切
な

緊
急
電
話
で
す
。
緊
急
時
以
外
は

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
て

適
切
な
救
命
処
置
が
遅
れ
、
救
え

る
命
が
救
え
な
く
な
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

■
救
急
医
療
情
報
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

八
戸
消
防
本
部
救
急
医
療
情
報

で
、
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
☎
（
２
４
）
３
９
９
９

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
保
護
者
、
学
校
、
地
域
等

が
協
力
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
環

境
作
り
が
大
切
で
す
。

①
相
手
が
知
っ
て
い
る
人
で
も
つ

い
て
い
か
な
い

②
車
が
止
ま
っ
て
い
た
ら
、
中
に

誰
か
い
る
か
確
認

③
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
大
声
を
出
す

■
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
！

・
21
年
中
の
八
戸
消
防
本
部
管
内

の
救
急
出
場
件
数　

９
８
３
９
件

（
１
日
平
均
27
件
）

・
救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
近
年
で
は
、
酒
酔
い

や
打
撲
、
切
り
傷
な
ど
、
明
ら
か

に
緊
急
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
も

の
、
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
な
ど
交
通

機
関
代
わ
り
に
利
用
す
る
な
ど
、

救
急
車
の
不
適
正
利
用
が
救
急
要

請
の
約
４
割
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
救
急
車
の
不
適
正
な
利
用
は
、

１
分
１
秒
を
争
う
本
当
に
救
急
車

　

八
戸
広
域
消
防
管
内
の
消
防

署
、
消
防
団
で
は
、
現
場
へ
出
動

す
る
際
に
鳴
ら
す
サ
イ
レ
ン
音
を

次
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

■
火
災
出
動
時

　

ウ
ー
ウ
ー
・
カ
ン
・
カ
ン
・
カ

ン
（
サ
イ
レ
ン
音
と
鐘
の
併
用
）

■
救
急
の
応
援
等
の
出
動
、
交
通

事
故
な
ど
の
救
急
出
動
時

　

ウ
ー
ウ
ー
（
サ
イ
レ
ン
音
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日（
火
）～
15
日（
木
）

「
１
１
９
番
」と「
救
急
車
」の

適
性
利
用

誘
拐
・
連
れ
去
り
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

消
防
自
動
車
の
サ
イ
レ
ン
音

●平成 22 年県内の交通事故発生状況（青森県交通対策協議会）

●平成 22 年階上町交通事故発生状況

※（　）内は前年比。累計は1月から。速報値のため後日変更することがあります。

発
生　
　

死
者　

			　
　

傷
者

死
者
の
状
態

2月中

494
（+	6）

3
（ー	2）

608
（ー30）

件

人

人

年累計

1,059
（+45）

7
（ー	3）

1,307
（+18）

件

人

人

飲酒運転による死者

高齢者の死者
〜65歳以上の人〜

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば
助かったと思われる人

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

0
（± 0）

6
（ー	1)

3
（+1）

1
（+1）

0
（± 0）

人

人

人

人

人

2月 28日現在

死亡事故ゼロ連続日数

前年同期比増減

発 生 件 数

死　　 者

傷	 者	 数

4

0

6

－ 1

±	0

＋ 1

912日
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山
地
の
林
下
に
生
え
る
多
年

草
。
高
さ
五
十
～
八
十
㌢
、
茎
は

丸
く
、
五
月
～
六
月
ご
ろ
、
葉
の

腋
に
緑
白
色
の
花
を
一
～
五
個
づ

つ
つ
け
る
。
垂
れ
下
が
っ
た
花
の

先
端
は
緑
色
が
濃
い
。
直
立
し
て

い
た
茎
は
成
長
す
る
に
従
い
傾

く
。
葉
は
木
漏
れ
日
を
受
け
や
す

い
よ
う
に
程
良
い
間
隔
で
互
生
す

る
。

　

葉
の
腋
か
ら
短
い
柄
を
つ
け
た

筒
状
花
を
二
～
三
個
つ
り
さ
げ
る

た
め
、
そ
の
姿
を
鳴
子
に
見
立
て

て
こ
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
鳴
子

と
は
、
空
き
缶
や
竹
筒
を
板
切
れ

に
並
べ
て
つ
け
た
も
の
に
、
紐
を

つ
け
、
遠
く
か
ら
紐
を
ひ
い
て
音

を
立
て
て
、
作
物
の
害
鳥
を
お
ど

す
道
具
。

　

地
方
名
に
は
ヘ
ビ
ノ
チ
ョ
ウ
チ

ン
、
ヘ
ビ
ユ
リ
な
ど
が
あ
る
。

花を並べる姿からナルコユリ

ナ
ル
コ
ユ
リ
（
ゆ
り
科
）

有
　
谷
　
　
　
升

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
七
）

＜251＞

◇196◇

　
「
小あ

ず
き豆

ば
っ
と
う
」
と
は
、
甲こ

う

州し
ゅ
う（
山
梨
県
）
で
武
田
信し

ん
げ
ん玄
の
軍

用
食
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
雑
食
、

速
製
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

昨
夜
あ
る
じ
と
二
客
（
ふ
た
り

の
客
）
が
酒
を
振ふ
る
ま舞

い
け
る
故ゆ

え

、

予よ

（
私
）
も
酒
五ご

ご
う合

を
買
う
て
酌く

ミ
け
る
、
大
野
よ
り
此
方
都す

べ

て
久く

慈じ

と
称
し
平
郡
也
。
二
ツ
屋や

出
口

川
有
り
山
路
を
経
て
生
平
（
お
い

た
い
ら
）
川
を
渡
り
て
夏
井
村
、

是
レ
ま
で
二
ツ
屋
よ
り
十じ
ゅ
う
り里
、
山

を
越
え
て
門
前
村
三
十
間け
ん

斗ば
か

り
の

川
を
渡
り
久
慈
の
八よ
う
か日

町ま
ち

、
夏
井

よ
り
十
里
、
巽
た
つ
み

（
南
東
）
に
来
る
。

八
ノ
戸
よ
り
港
の
間
九
十
里り

、

庄し
ょ
う
や屋
孫
太
夫
方
に
着
い
て
目め

あ
か
し明
甚

助
の
所
に
宿
る
。

　

目
明
＝
江
戸
時
代
に
犯
人
を
と

ら
え
た
役
人
、
お
か
っ
ぴ
き
。

　

鉄
山
は
大
野
の
内
三
ヶ
所
あ

り
、
夜
に
入
り
て
雨
降
る
。
八
ノ

戸
神
明
の
祭
也
と
て
参
詣
あ
り
、

予よ

も
詣
ツ
。
烏え

ぼ

し
帽
子
人に

ん

数
人
、
麻

上か
み
し
も下

袴
の
も
多
し
、
庭
火
焼
け
り
、

読
め
る
歌
。　

正
之

　

千ち
は
や
ふ

早
振
る
神か

み
よ代

の
こ
と
を

　
　

伝
え
て
や

　

庭
火
た
き
つ
ゝ
祭
を
ぞ
す
る

と
ぞ
。
秋
田
大
館
の
香か

ぐ

し
具
師
（
家

具
を
製
造
、
ま
た
は
販
売
す
る
人
）

両
人
、
津
軽
、
疋
田
素
三
医
師
の

子
俊
蔵
、
今
久
良
吉
の
お
ち
ぶ
れ

た
る
と
同
宿
す
。
俊
蔵
、
山
崎
文

助
弟で

し子
と
ぞ
、
十
六
日
、
癸み

ず
の
と
み巳

、

※
天て

ん
い
ち
て
ん
じ
ょ
う

一
天
上
、
曇
る
。
神
明
の
宮
を

拝
し
て
出
ツ
。
荷に

を
預あ

ず

け
て
野
田

玉
川
見
ん
と
て
早
朝
に
八
日
町
を

立
ツ
、
霜
降
る
今
朝
初
め
て
見
る
。

十
七
、八
間け
ん

の
か
り
橋
を
渡
り
て
、

お
さ
な
い
（
長
内
）
村
、
是こ

レ
よ

り
山
路
坂
道
也
。
下く
だ

り
て
川
原
屋

村
、
巽
た
つ
み
に
来く

る
小
道
十
里
、
是
レ

よ
り
又ま

たタ
坂
を
東
へ
上の

ぼ

り
て
、
南

へ
下く
だ

り
行
く
。

※ 

天
一
天
上
＝
天
一
神
が
天
上
す
る
日

で
、
こ
れ
か
ら
十
六
日
間
は
天
一
神
の
障

り
が
な
い
と
さ
れ
る
日
。 
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広報はしかみ　２010・４

学生納付特例制度の手続きを！

国民年金保険料が改定になりました

　次のとおり改定になりましたのでお知らせします。
■ 22 年度国民年金保険料　　
　月額 15,100 円（前年度より月 440 円の増額）
■納付方法
　４月上旬には、国民年金保険料納付案内書が送付されます。
　金融機関、コンビニエンスストア等で納めてください。

【問い合わせ】
　八戸年金事務所
　　　　　　　☎43-7369
　町民課
　　戸籍住民グループ
　　　　　　　☎88-2119

【問・申】総務課企画財政グループ　☎ 88-2113

お誕生おめでとう 前途を祝福します

お悔やみ申し上げます

＜当日無料開放＞

みんなの協働で花を飾りましょう

町民温水プール
オープン！

　学生の方で、国民年金保険料の納付が困難な場合は、学生納付特例
制度の申請をしてください。　＜申請は、毎年度必要です＞
　○持参するもの
　　22 年度有効の学生証（コピー可）または在学証明書、印鑑
　○申請先　市町村国民年金担当窓口

　町内のボランティア団体による花いっぱい運動を行っています。
　希望団体にマリーゴールドの花苗を無料で配布します。（マリーゴールド 2 色）

■配布要件　町内の道路沿線、公共施設内に協働で花を植えて、草取りなどの「管理」
　ができる団体。（本数に限りがあるため、希望どおり配布できない場合もあります。）
■申し込み　5 月 7 日（金）までに、①団体名②代表者名③花を植えたい場所④花苗の
　必要数量⑤配布希望日（6 月 4 ～ 6 日のいずれか）をお申し込みください。

■利用期間
　4月24日（土）～10月31日（日）
（月曜休館/祝日の場合は翌日）
■利用時間　13:00～21:00
（夏休み期間中のみ10:00～21:00）

㊏

編集後記

戸籍の窓

人口と世帯数

平成22年 4月 1日現在

平成22年3月受付分（敬称略）

（父の名・母の名）　

（年齢・地区名）

新年度がスタート。今年は町
制施行 30 周年を迎える記念
の年。広報では、連載で 30
年の歩みを振り返ります。町
制施行当時は小学生だった
私。ぼんやりながら、パレー
ドで旗をふったような記憶が
あります。　　　　　（田中）

田名邉　みるめ

川 合 主
か ず ま

真

工 藤 綾
り ょ う が

牙

鹿 島 茉
ま お

桜

総人口
男
女
世帯数

14,741人
7,374人
7,367人
5,656世帯

（－52）
（－ 35）
（－ 17）
（－ 14）

脇　 山　　　 豊

米 田 澄 笑

地 代 所　　　 悟

中 村 政 治

荻　 沢　　　 武

麥　 澤　 サ　 キ

地代所　優　子

濱　 田　 正　 子

仲　 村　　　 諒

蓬 田 亜 季

（眞　德・真由美）

（　仁　・早栄子）

（　茂　・美　咲）

（隆　志・加　奈）

蒼　前

石　鉢

耳ケ吠東

石　鉢

（蒼　前）

（蒼　前）

（50・小舟渡）

（30・田　代）

（77・赤保内）

（86・耳ケ吠東）

（39・鳥屋部）

（55・石　鉢）

（野場中）

（野場中）

地区

（希望者の分を掲載しています）

（住所または元の本籍）
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剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
憲法記念日
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
燃やせないごみ収集日（全地区）は休み
みどりの日
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）は休み
こどもの日
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）は休み
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
乳児保健相談（H21.11 ～ 12 月出生児、ハー
トフルプラザ 9:30 ～ 12:00）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
ポリオ予防接種（みうらクリニック　受付 12:30~13:00）
寺下観音例祭（～ 16 日）

1
2

3

4

5

6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

土
日

月

火

水

木
金
土
日
月

火

水

木

金

土

5 月

広報はしかみ　２010・４

CALENDAR 4月16日（金）～5月15日（土）CALENDAR
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
ふるさと研修

剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
グラウンドゴルフ大会（登山口公園）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
粗大ごみ収集日（東部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
合同相談（ハートフルプラザ　13:00 ～ 15:00）
教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・ダンボール収集日（全地区）
乳児健康診査（H21.5.1 ～ 21.7.31 生まれ、ハー
トフルプラザ 12:30 ～ 14:30）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
郡総選抜ゲートボール大会（町ゲートボール場）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町教育振興大会（ハートフルプラザ）
町民温水プールオープン（無料開放）
クリーンアップ・デー
剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
昭和の日
燃やせるごみ収集日（東部地区）は休み
燃やせるごみ収集日（東部地区・蒼前西地区）
ポリオ予防接種（みうらクリニック　受付 12:30~13:00）
軽自動車税納期限

16

17
18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

金

土
日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

4 月

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。
（お知らせ→行事予定）

4/25

㊐

自分たちの環境は自分たちできれいに！

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・タ
イヤ・パソコン・バッテリーなどは収集
しませんので絶対に出さないでください。

ゴールデンウィーク中に
臨時で家庭ゴミを受け入れます

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

土・日・祝日および17:00 以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

階上町クリーンアップ・デー

■受入日および受入場所
　5月	3日（月）：八戸リサイクルプラザ、八戸清掃工場
■受入時間　9:00〜17:00
■料金　燃やせるごみ：50kgごとに130円
　　　　燃やせないごみ・粗大ごみ：50kgごとに70円
　　　　※自宅の庭から出た枝木は受け入れ出来ません。
【問】八戸清掃工場 ☎27-1351
　　　八戸リサイクルプラザ ☎70-2396

課名・グループ名等

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局

１
階

２
階

直通電話番号
88-2129
88-2114
88-2119
88-2219

88-2115・2641
88-2049
88-2946
88-2112
88-2113
88-2116
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

総 務 グ ル ー プ
企画財政グループ
産業振興グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

戸籍住民グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ

町 民 課

保健福祉課

総 務 課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

３階

賦課
収納

税　　務
グループ
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小舟渡海岸の朝日

階上早生階上そば

階上岳に群生するつつじ

元祖いちご煮

ふるさと会では
次のような活動を計画しています

関東在住者をご存知の方
入会のご案内をお願いします

「ふるさとはしかみ会」の概要

階上町と出身者のネットワーク

年1回の総会・交流会（会費は実費負担）

「ふるさとはしかみ」の情報提供
出身者の皆さんの活躍情報の紹介

ふるさと宅配便の実施

　ふるさと会は、都会で暮らす階上町出身の
方のＵＪＩターンへの支援を行うとともに、階上
町を同郷とする人々が都会で支えあい、集い、
ふるさととのかかわりをつなぐネットワーク
です。

　「ふるさとはしかみ会」は、“階
上町を故郷とする人”の会です。
　出身者はもちろん、ゆかりの
ある方、階上町を故郷と思う方
ならどなたでも入会できます。

町制施行 30 周年記念事業

「ふるさとはしかみ会」
　　を設立します

出身者

出身者同士のネットワーク

【問い合わせ】総務課企画財政グループ内「ふるさとはしかみ会」事務局　
　☎ 88-2113　FAX88-2117　メール：hashikami01@net.pref.aomori.jp

平成 22 年 4 月号
No.607

■発行：階上町　■編集：総務課　　URL		http://www.town.hashikami.aomori.jp
〒 039-1201	青森県三戸郡階上町大字道仏字天当平1-87　☎ 0178-88-2112　FAX	0178-88-2117

出身者 出身者

・U ターン希望者への情報提供 ・階上町の情報提供
・人脈を通じた階上町の PR ・U ターン等への仕組み構築
・外から見たまちづくりの提言 ・U ターン等希望者への支援
・ふるさとの発展に寄与 ・支え合いの場の提供
・同郷の後輩等の方々の支援 ・出身者の応援

階上町

広報 はしかみ
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